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１ 主題設定の理由 

(1) 共通研究主題との関連 

新学習指導要領では，各教科等の見方・考え方を「どのような視点で物事を捉え，どのような考え方で思

考していくのか」というその教科等ならではの物事を捉える視点や考え方と表し，この見方・考え方を，教

科等を学ぶ本質的な意義の中核となるもの，学校教育における教科等の教育と社会をつなぐものと捉えて

いる。また，技術分野では，生活や社会における事象を，技術との関わりの視点で捉え，社会からの要求，        

安全性，環境負荷や経済性などに着目して技術を最適化することなどの技術ならではの見方・考え方を働

かせ，ものづくりなどの技術に関する実践的・体験的な活動を通して，技術によってよりよい生活や持続可

能な社会を構築する資質・能力の育成を目指すことを明記している。 

本研究では，本校研究主題である「学びの意義を理解し自ら学び続ける生徒を育成するカリキュラム・マ

ネジメント」を受けて，技術分野における「学びの意義」や「自ら学び続ける生徒」を，以下のように設定

した。 

 

表１ 技術分野での「学びの意義」「自ら学び続ける生徒」 

学びの意義 
問題発見・解決を図る実践的・体験的な活動を通して，技術はよりよい生活や持続可能な社

会の構築に向けて，生活や社会と密接に関わっている 

自ら学び 

続ける生徒 

社会の変化や発展等に主体的に対応し，よりよい生活や持続可能な社会を構築していくた

め，技術の発達を主体的に支え，技術革新を牽引することができるよう，技術を評価，選

択，管理・運用，改良，応用を繰り返し，自らの力を継続的に高めていこうとする生徒 

 

(2) これまでの研究との関連 

 技術分野では以前より，技術の視点を活用した評価活動を計画的に取り入れることにより，技術を適切

に評価・活用する力の育成を狙った単元計画に取り組んできた。前回研究では，学習過程で色々なパーツや

部材，製作物を比較・検討することから構想や設計・製作における問題を発見し，解決に向けた主体的・対

話的な学びを行うことによって自身の考えを広げながら評価・検討することを目的とし，単元構成の工夫

を提案した。単元構成をする際に問題を発見しやすくなるように比較・検討する場の意図的な配置や，深い

学びの実現のための場の設定を行い，単元構成の改善を図るための視点を取り入れ，問題の発見，課題の設

定，解決のための工夫，評価，社会につなげる，という一連の展開を各単元で行ってきた。その結果，問題

を発見し，解決する中でよりよいものを求めていく力や批判的思考力を身に付けたと読み取れる記述が見

られた一方で，制約条件を適切に設定することや，発見した問題に対して協働的な学習をうまく取り入れ

ながら，効率的に解決方法を探る方策を考える必要があり，また生活や社会での問題点を考える視点とし

て製品の機能や生活面の向上だけでなく，特に環境面にもより気付ける単元構成の工夫を考えなければな

らないという課題も見られた。以上のことをふまえ本研究では，これまで取り組んできた単元構成の工夫

を継続しつつ，さらに協働学習を通した自らの考えを深める場の設定を行い，生徒一人一人が社会，安全，

環境，経済といった各側面の視点を身に付け，技術の見方・考え方をより深めていけるような授業づくり及

び単元構成の改善に取り組んでいく。 
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(3) 生徒の現状と課題 

 近年，AI や IoT の技術が発達し，生徒は様々なテクノロジーに囲まれて生活をしているが，そのテクノ

ロジーそのものの仕組みや構造等には興味・関心が薄く，消費者としての視点が大きい。また，家庭生活の

多様化や消費生活の変化等が進む影響により，ものづくりや製品の修理・分解など実践的な体験活動は不

足している。中学校学習指導要領解説技術・家庭編において，家庭生活や社会環境の変化によって家庭や地

域の教育機能の低下も指摘される中，家族の一員として協力することへの関心が低いこと，家族や地域の

人々と関わること，家庭での実践や社会に参画することが十分ではないことなどに課題が見られると示さ

れている。 

 生徒の技術の学習に対する姿

勢に関する実態を把握するため

に自己評価のアンケート調査

（図１）を前期末（９月）に本

校の１年生を対象に行った。「そ

う思う」を５，「そう思わない」

を１とし，５段階で自己評価を

行わせ，それぞれの項目の平均

値を算出したところ，「友達の

色々な意見を取り入れ，自分の

考えを深めようとしている」，

「話し合い等の活動の場で，自

分の意見を相手にうまく伝えよ

うとしている」といった項目で

は 4 以上の高い数値が表れた一

方で，「自分の生活にかかわる技

術的な問題点や課題を自分で見

つけようとしている」，「授業で

学習した内容について疑問や興

味を持ち，自主的に調べたり，考

えたりしている」といった項目

では比較的低い数値が見られ

た。（図２） 

このことから，生徒は技術の

学習に関して意欲的であり，他

者と協力して活動に取り組もう

とする姿勢等は見られるもの

の，授業で学習したことを自分

の生活に落とし込み，実生活に

おいて進んで技術と関わろうと

したり，考えようとしたりする

主体性においては課題があると

捉えた。 

 

 

 

 

図１ 生徒の学習に対する姿勢を調査するためのアンケート項目 

図２ 生徒の学習に対する姿勢のアンケート調査の結果 
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２ 目指す生徒像と研究仮説 

(1) 目指す生徒像 

中学校学習指導要領解説技術・家庭編において，技術分野の目標は次の通りとなっている。 

技術の見方・考え方を働かせ，ものづくりなどの技術に関する実践的・体験的な活動を通して，技術によ

ってよりよい生活や持続可能な社会を構築する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。（1）生活や

社会で利用されている材料，加工，生物育成，エネルギー変換及び情報の技術についての基礎的な理解を図

るとともに，それらに係る技能を身に付け，技術と生活や社会，環境との関わりについて理解を深める。

（2）生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，製作図等に表現

し，試作等を通じて具体化し，実践を評価・改善するなど，課題を解決する力を養う。（3）よりよい生活の

実現や持続可能な社会の構築に向けて，適切かつ誠実に技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を養

う。 

技術分野では，技術の発達を主体的に支える力や技術革新を牽引する力の素地となる，技術を評価，選

択，管理・運用，改良，応用することによって，よりよい生活や持続可能な社会を構築する資質・能力を育

成することをねらいとしている。 

そのために，本研究では，これまでの研究をふまえた上で，持続可能な社会の実現に向けて，他者との協

働を通じて深めた技術の見方・考え方を働かせ，自らの生活や社会を見直すことで，主体的に身の回りの問

題を見いだし，その問題における課題の解決に取り組もうとする生徒を育成していきたい。 

 

(2) 研究仮説 

 「知識や技能の習得，課題に対する最適な解決策を考える活動において，他者に自分の考えを表現した

り，共有したりすることを通じて，生徒は自らの学びを深め，広げる。その学びの変化を生徒自身が実感で

きる場面を設定することで，自己調整力がより一層育まれる。この流れを繰り返し，生活を豊かにするため

に何が必要か，改めて実生活を見直し，考える活動を行うことによって，生徒は技術の見方・考え方を深

め，主体的に身の回りの問題を発見し，その問題における課題解決に取り組もうとすることができるよう

になる」という仮説を立てた。 

 

３ 研究計画・経過 

前回研究では，学習過程で色々なパーツや部材，製作物を比較・検討することから構想や設計・製作に

おける問題を発見し，解決に向けた主体的・対話的な学びを行うことによって自身の考えを広げながら評

価・検討することを目的として，単元構成の工夫を行ってきた。単元の最初に，生徒にとって必然性のあ

る課題を用意する（主に現在実用化されているテクノロジーに関係することについて）。習得した知識や

技術を基に新たな問題を発見し，解決に向けて課題を設定する。見通しを立てながら主体的に学習活動す

る過程で，対話的な学びを行いながら自身の考えを広げる。評価・改善・検討を繰り返す。社会やテクノ

ロジーとの関わりについて考える。このようなサイクルを繰り返すことで，技術の問題点に着目し，課題

を解決する力や，生活や技術を工夫し創造しようとする汎用的な力の育成ができると考え，単元を再構成

した。本研究では，このサイクルを同様に活用し，他者との見方・考え方の共有，それによる考えを深め

る活動を重点に置いた授業づくり及び単元構成の工夫の改善を図る（図３）。各単元における題材は生活

に関連している具体的な製品や物を取り上げ，各題材の問題の発見や課題を設定する場において，自分の

考えを表現したり，他の学習者の言葉や活動を聞いたり見たりしながら自分の考えと組み合わせること

で，生徒の中の自己調整学習はより一層充実し，他者とのかかわりや協働を通じて新しい発想や工夫を発

見することにつながり，生活や社会にあふれる様々な分野の技術を多面的に評価することができるように

なる。その学びによる変化を生徒自身が実感できるような学習活動の場面を意図的に設定・配置する。こ

れらの活動を繰り返し行い，技術と社会や生活の結びつきを考えることによって，よりよい生活や持続可

能な社会の構築に向けて，自らの学びを生かしながら，主体的に身の回りの問題の発見やその問題の課題

解決に取り組み，技術を通じて社会に参画する態度を身に付けることにつながるのではないかと考える。 
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４ 授業実践例 

他者との協働を通して技術の見方・考え方を深め，主体的に課題解決に取り組められることを目指し，一

人一台情報端末の活用と知識構成型ジグソー法を取り入れた製作品の評価・改善を考える授業を実施した。 

 

○ 生徒一人一台端末の活用 

 GIGA スクール構想は，一人一台端末と高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備することで，特

別な支援を必要とする子どもを含め，多様な子どもたち一人一人に個別最適化され，資質・能力が一層

確実に育成できる教育 ICT 環境を実現し，これまでの我が国の教育実践と最先端の ICT のベストミッ

クスを図り，教師・児童生徒の力を

最大限に引き出すことを目的とし

ている。林・梅田ら(2019)は，教育

活動における情報活用の場面を７

つの区分に分けた（図４）。生徒一

人一台端末は，ただ情報を集めた

り，まとめたりするだけで利用する

のではなく，生徒の学習活動におい

てどのように活用するのか明確に

する必要がある。本研究では，様々

な情報を見極め，知識の概念的な理

解を実現し，情報を再構築するなど

して新たな価値につなぐことがで

きるよう設定した技術の見方・考え

方を活かす場において，情報活用

の７つの場面を意識した授業づく

りを行う。 

○ 知識構成型ジグソー法の活用 

 三宅（2016）は，協調学習を引き起こす仕掛けの一つとして「知識構成型ジグソー法」を示している。

「知識構成型ジグソー法」とは，「生徒に課題を提示し，課題解決の手掛かりとなる知識を与えて，その

部品を組み合わせることによって答えを作り上げるという活動を中心とした授業デザインの手法」であ

る。知識構成型ジグソー法では，「問いについて個人で考える」，「エキスパート活動」，「ジグソー活動」，

図３ 協働から考えを深める活動を取り入れた単元構成の工夫（流れ） 

図４ 情報活用の場面と７つの区分とその意味付け 
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「クロストーク」，「問いについて学んだことを踏まえて個人で考える」という５つの段階を踏む。建設

的相互作用を通して一人一人の生徒が自分の考えを深める学習であり，グループで学習するが，グルー

プ全体で答えを出せるようになればよいのではなく，一人ひとりが学ぶといった学習であり，主体的・

対話的で深い学びにも有効な手立ての一つである。 

 

題材：身の回りを整理するための製品の製作（材料と加工に関する技術） 

実施時期 令和３年１～２月 

実施対象 第１学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 時 案 （計画 第二次の第１０時） 
 

目標 
 
〇 社会からの要求，環境への負荷，安全性，経済性などの視点から比較・検討を通して，材料と加工に関す
る技術の課題を明確にし，適切な解決策を見いだすことができる。 

 

学 習 活 動 指導・支援と留意点 評 価 等 
 
１ 本時の学習内容を知る。 
 
 
 
 
 
 
 
２ これまで製作してきた自
分の試作品を評価する。 

 
 
 
 
３ 製品を評価する際のさま
ざまな視点について考える。 
(1) 製品を評価する際に必

要な４つの視点を知る。 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 環境，安全，経済の視点

から製品を評価するため
には，どのような点を見
ればよいかを考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 各担当グループで得た

視点をもとに，製品を評
価する際に重視するポイ
ントを班でまとめ，発表
する。 

 
 

 
１ 製品を評価するときに注意することを念頭に，自
分の製作品をさまざまな視点から評価し，改善点を
考え，今後の製作に生かしていくことを伝える。 

 
 
 
 
 
２ これまで製作してきた自分の試作品（１/３モデ
ル）について振り返り，プラス点とマイナス点につ
いて記述することを指示する。 
 製作品を自己評価する時点では，どのような視点
で評価するかは伝えないようにする。 

 
 
 
(1) 製品を評価する際，主に以下の４つの視点がある

ことを知らせる。 
   ・社会からの要求に応えているか 

・環境への負荷を考えているか 
・安全性を考慮しているか 
・経済性を考慮しているか 
社会からの要求は，生徒が製作品の構想時に触

れていたことを押さえておく。 
 

(2) 各視点について考える担当者を決め，グループ分
けを行い，環境，安全，経済の各視点から製品の良
し悪しを判断するためには，製品のどのような点を
見ればよいかをそれぞれ話し合いをし，考えること
を指示する。 

   各視点のグループには以下の内容に関する資料
を配付する。 

   ・環境・・・世界における環境問題 
   ・安全・・・製品事故と欠陥 
   ・経済・・・コストパフォーマンス 
   また，生徒がイメージしやすいように，製品を「作

る」「買う」「使う」「捨てる」といった具体的な場面
で考えることを促す。 

 
(3) ３(2)の活動でそれぞれが得た視点を班で共有

し，製品を評価する際にもっとも重視するポイント
について話し合うように指示する。 

   班で話し合いをしている際，新たな評価のポイン
トを思いついた場合，その内容をまとめに加えても
よいことを知らせる。 

  また，他の班の発表の際はメモをすることを促す。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

試作品をさまざまな視点から評価し，改善点を考えよう 

－ 85 －

技術 ５



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 成果と課題 

 今回の授業実践では，生徒は自分の製作した試作品を最初は単に見た目や出来栄えに関する評価をして

いたが，知識構成型ジグソー法の活動を通じて，

課題解決のために，様々な視点から総合的に評価

をし，それをもとに試作品の改善点を主体的に見

つけようとする姿が見られた。協働的な活動の場

面において，情報端末の共同編集やクラウドでの

共有機能を活用することで，それぞれの考えを視

覚的にわかりやすくまとめ（図５），学級間を超え

た意見の共有をすることができ，それぞれの生徒

が技術の見方・考え方をより深めることにつな

がったのではないかと考える。 

 しかし，知識構成型ジグソー法は一つ一つの活動が多く，生徒が自らの考えを共有したり，深めたりする

時間が少なくなってしまった。また，それぞれの生徒がエキスパート活動で得た製品を評価するポイント

が多かったため，ジグソー活動では班の意見を時間内にまとめることが困難に感じている姿も見られた。 

今後は，今回の授業実践で明らかになった課題をふまえ，生徒がより効率よく各活動に取り組み，課題解

決の中で自らの考えをまとめ，深めることができるように，有効的な情報端末の活用法や協働学習の活動

等，さらなる授業づくりの工夫を検討し，改善していく必要がある。また，今回のような学習を繰り返すこ

とで，技術の見方・考え方が深まり，社会や生活との結びつきを考える活動を取り入れることによって，実

生活において進んで技術と関わろうとしたり，考えようとしたりする主体性の向上につながるか，単元の

前後にアンケート調査や授業の振り返りの記述内容の分析を行い，研究の有効性を検証する。 
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４ さまざまな視点から試作
品の改善点を考える。 

 
 
 
 
 
 
 
５ 本時の振り返りを行う。 

 
〇 今後の学習活動につなげたり，技術と生活や社
会のつながりを考えたりすることができるよう
に，以下のことを伝える。 
「各側面は１つのみを重要視すると，ほかの側面
がないがしろになるおそれがあり，各視点のバラ
ンスを考慮して，折り合いをとっていき，最適な
解決策を考えることが重要である。」 

 
４ 本時の活動を通して得た視点をもとに，試作品の
改善点を考えることを指示する。 
なお，本時で学習した内容だけでなく，これまで

の自分の視点（１の活動）も合わせて，総合的に考
えることを促す。 
 

 
 
 
５ 本時の学習からわかったことや気づいたこと，考
えたことを記述することを促す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
思考・判断・表現 
 さまざまな視点から比較・
検討を通して，自分が製作し
た試作品の課題を明確にし，
適切な改善点を見いだすこと
ができる。 
（ワークシート，スライドの
内容） 

図５ ジグソー活動でまとめた製品の評価のポイント 
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